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プロジェク トの ソース管理の使い方 

Unify NXJ ソース管理機能は、 様々なソース管理システムで作業することを目指してい
ます。 現在は、 CVSのみがサポート されています。 別のソース管理システムを使用す
る場合は、 アプリケーシ ョ ンデザイナのインポート  とエクスポート  コマンドを使用し
て、 プロジェク ト フ ァイルをインポートまたはエクスポートすることができます。 詳細

については、 27 ページの 「その他のソース管理システムを使用」 を参照して く ださい。

注 : CVSは Unify NXJにバンドルされています。 Unify NXJ をインス
トールする場合、CVS “ ファイル ” プロ ト コルを使用する CVS を構成
します。 CVS “ ファイル ” プロ ト コルを使用する代わりに、 CVS 
“PServer” プロ ト コルを使用する場合は、CVS を再インス トールする
必要があります。 CVSは、 Unify NXJ に含まれています。 CVS をイ
ンス トールするには、 <UNIFY_HOME>\cvsnt\にある cvsnt-
installer.exe を実行します。 c:\Unify\NXJ\CVSのような
<UNIFY_HOME>の新しいサブディ レク ト リに CVS をインス トール
します。

ソース管理とは ?
ソース管理は、 アプリケーシ ョ ンへの変更を管理するためのメ ソ ッ ドです。 アプリケー

シ ョ ンのソースファイルの履歴を記録するためにソース管理を使用します。 ソースファ

イルを変更した後、 ソース管理のリポジ ト リの中に変更が反映されているかを確認しま
す。 リポジ ト リは、 ソース管理にあるすべてのファイルとディ レク ト リの完全なコピー

を格納します。 通常、 リポジ ト リにあるどんなファイルにも直接アクセスしてはいけま

せん。 その代わりに、 作業ディ レク ト リ中のファイルのコピーを自分用に持つために、
ソース管理 コマンドを使用することができます。 その後、 そのコピーしたファイルを
使って作業を行います。
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変更が完了するたびに、 リポジ ト リの中に戻ってそれが反映されているかどうかを確認

します。 開発者が何を、 いつ変更したかという情報、 さらにその他の情報を正確に記録

するのと同様に、 加えられた変更をシステムは格納します。 

ソース管理に配置されたアプリケーシ ョ ンは、 繰り返し一貫した方法で異なるバージ ョ

ンのアプリケーシ ョ ンを検索や構築することができます。

ソース管理は複数の開発者が同じプロジェク トで作業することを可能にします。 それぞ

れの開発者が別々のディ レク ト リで作業してアプリケーシ ョ ンの実行を行う とき、 ソー

ス管理システムはその作業をマージします。 プロジェク トの公式なバージ ョ ンは、 ソー

ス管理システムの中で確認されるものになります。 プロジェク トのビューはローカルで

す。 プロジェク トの開発チームの他のメンバーがプロジェク トにアクセスする前に、 プ

ロジェク トの変更をチェ ッ クインする必要があります。 

この章は、 ユーザがアプリケーシ ョ ン開発環境のソース管理の使い方の基本的な手順に

精通していると仮定して説明致します。

NXJ アプリケーシ ョ ンのソースとは ?
NXJ アプリケーシ ョ ンのソースは、 NXJ プロジェ ク トディ レク ト リに存在するファイ
ルです。 これらのファイルは、 アプリケーシ ョ ンデザイナでプロジェク トのプロジェク

ト タブに表示されるオブジェク トに対応しています。 つまり、 フォームクラス、 Java ク
ラス、 Static Content フ ァイル、 プロパテ ィ ファイルおよびその他のオブジェク トです。
これらのオブジェク トのみが、 ソース管理の対象となります。

フォームクラスがソース管理に配置される場合、 それはアプリケーシ ョ ンデザイナに

よってい くつかの特別な処理を必要と します。 フォームクラスは、 複数のソースファイ

ル （.jsp フ ァイル、 .fj フ ァイル、 .fe フ ァイル、 .fx ファイル） で表示されます。 これら
のファイルは同期を取りつづけなければならないため、 アプリケーシ ョ ンデザイナは 
チェ ッ クインを実行する前に、 単一の .xp ファイルにこれらのファイルを連結します。
同様に、 .xp ファイルをチェ ッ クアウトするとき、 アプリケーシ ョ ンデザイナは複数の
ファイルのオリジナルにフォームクラスを戻します。 
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下図は、 プロジェク トのオブジェク トがリポジ ト リでどのように表示されるかを示して

います。

プロジェク ト タブのフォルダが、 リポジ ト リの中に等しいエン ト リを持っていない点に

注意して く ださい。 必要に応じて、 フォルダはアプリケーシ ョ ンデザイナによって、 リ

ポジ ト リに自動的に管理されます。 

ソース管理の概要

Unify NXJのソース管理機能は、 アプリケーシ ョ ンデザイナからチェ ッ クアウト、 マー
ジ、 チェ ッ クインのような、 一般的なソース管理ユーザ操作を実行するように設計され

ています。 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 内部でソース管理システムと相互に作用しま

す。 ソース管理システムを直接使用してこれらの操作を実行したい場合、 最初にプロ

ジェク ト フ ァイルをエクスポートする必要があります。

例えば、 新しいレベルを作成するようなソース管理の管理者の操作は、 ソース管理シス

テムによって提供されるツールを使用して行われます。 詳細については、 ソース管理シ

ステムのドキュ メン ト を参照して く ださい。 

このセクシ ョ ンは、 実行する必要がある共通のソース管理作業、 および作業実行中にア

プリケーシ ョ ンデザイナ上での動作を要約します。 

共通のソース管理の作業

このセクシ ョ ンは、 ソース管理に関連するプロジェク ト - レベルの作業を要約します。

Check in

XReport.xp

tutorial.cn

applications.mn

default.laf

application.properties
default.css
MasterDetail.prj

Check out

リ ポジト リ における
等しいファ イル

アプリ ケーショ ンデザイナでの
プロジェ クト のオブジェ クト
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• ソース管理からプロジェク ト を取得することで、 プロジェク ト を作成する

この作業は、 プロジェク トチームに参加する開発者のためにあります。

ファイル > 新規プロジェク ト  を選択して、 ソース管理からプロジェク ト を取り
出す を選択します。 新規プロジェク トオプシ ョ ンウィザードは、 ソース管理シ
ステムオプシ ョ ン用のプロンプ ト を出し、 次にプロジェク ト フ ァイルをチェ ッ
クアウト します。 プロジェク トの作業用コピーは、 アプリケーシ ョ ンデザイナ
で作成されて開かれます。 

この作業手順に関する説明については、 8 ページの 「プロジェ ク ト を取得して
作成」 を参照して く ださい。 

• プロジェク ト をソース管理に追加する

この作業は、 プロジェク トチームが利用可能とされる必要のあるプロジェク ト
を開発した開発者のためにあります。

ファイル > ソース管理システム > プロジェク ト をソース管理に追加 を選択し
ます。 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 ソース管理システムオプシ ョ ン用と
チェ ッ クインコ メン トのプロンプ ト を出し、 次にソース管理システムで新しい
リポジ ト リにプロジェク ト を配置します。 プロジェク トの作業用コピーは、 ア
プリケーシ ョ ンデザイナに開かれたままです。 

この作業手順に関する説明については、 11 ページの 「ソース管理にプロジェ ク
ト を追加」 を参照して く ださい。 

• リポジト リの変更でユーザの変更をマージする

プロジェク トの作業用コピー上で処理すると ともに、 フ ァイルの確認をした後、
リポジ ト リバージ ョ ンに作成された変更をマージします。 マージが終了された
後、 プロジェク トの作業用コピーは、 リポジ ト リの変更と組み合わせられる変
更を含めます。 テス ト後、 必要に応じて、 チェ ッ クインを実行します。

ファイル > ソース管理システム > 自動マージ を選択します。アプリケーシ ョ ン
デザイナが変更をマージできない場合、 変更の衝突を解決するために相違ダイ
アログが表示されます。 また、 手動でマージ操作を実行することもできます。
それにより、 各変更を操作し衝突を解決することを可能にします。 

この作業手順に関する説明については、 22 ページの 「自動的に変更をマージす
る」 と 14 ページの 「リポジ ト リで変更のマージ作業」 を参照して く ださい。

• プロジェク トに変更をチェ ックインする

この作業は、 プロジェク トの作業用コピーに変更を完了した開発者が、 プロ
ジェク トチームのメンバーがこれらを利用できるようにするためのものです。

アプリケーシ ョ ンデザイナに変更されたオブジェク トがある場合、 変更された
オブジェク ト を探して選択するために、 編集 > 更新済みを選択 を選択します。
次に、 フ ァイル > ソース管理システム > チェ ッ クイン を選択します。 チェ ッ ク
インウィザードは、 情報をチェ ッ クインするためのプロンプ ト を発行します。 

この作業手順に関する説明については、 17 ページの 「ソース管理のプロジェク
トに更新をチェ ッ クインする」 を参照して く ださい。 
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• プロジェク トの最新バージ ョ ンをチェ ックアウトする

この作業は、 リポジ ト リにあるプロジェク トの作業コピーを更新するためのも
のです。

最新をチェ ッ クアウト  コマンドは、 プロジェク トの各オブジェク トの最新バー
ジ ョ ンをチェ ッ クアウト します。 ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 プロ
ジェク ト フォルダを右ク リ ッ クして、 最新をチェ ッ クアウト  を選択します。

この作業手順に関する説明については、 20 ページの 「ソース管理からプロジェ
ク トの最新バージ ョ ンを チェ ッ クアウトする」 を参照して く ださい。 

また、 以下の項目についても本章で説明致します。

• 変更の再確認

• 非アクテ ィブレベルにマージ

• ログファイルに基づいてチェ ックイン

• 非アクテ ィブレベルにチェ ックインを適用

アプリケーシ ョ ンデザイナのソース管理に
関連する動作

このセクシ ョ ンは、 アプリケーシ ョ ンデザイナにおける、 ソース管理操作実行時の表示

方法を説明します。 

• 処理状況ダイアログ

ソース管理操作が進行中のときは常に、 アプリケー
シ ョ ンデザイナは、 取消 ボタンのある処理状況ダイア
ログを表示します。 

保存処理が終了する前であれば、 取消 ボタンをク リ ッ クすることで、 保存を
キャンセルすることができます。 取り消しをすることについての詳細は、 25
ページの 「操作の取り消し」 を参照して く ださい。

• タイ トルバーでのアクテ ィブレベルの識別

カレン ト プロジェク トがソース管理を使用している場合、 アプリケーシ ョ ンデ
ザイナ ウィ ン ドウのタイ トルバーは、 アクテ ィブレベル名を表示します。 デ
フォルトでは、 すべてのチェ ッ クインとチェ ッ クアウトの操作に対する状態が、
タイ トルバーに表示されます。

• ソース管理情報のポップアップ

単一のオブジェク ト （フォルダ以外） 上で右クリ ッ クし
て、 プロパテ ィ  を選択してオブジェク トについて以下
の情報を表示します。

有効レベル : アクテ ィブレベルの名称。
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最新バージ ョ ン : リポジ ト リ内のオブジェク トのカレン トバージ ョ ン番号。 番
号は、 非公開のオブジェク トや新規作成のオブジェク トでは “なし” と表示さ
れます。

作業用コピー : オブジェク トの作業用コピーのカレン トバージ ョ ン番号。 これ
は、 最新のチェ ッ クアウト、 あるいは最新のマージのバージ ョ ン番号のより高
いほうのどちらかです。

状況 : オブジェク トの状態。 状態の値については、 以下の表を参照して く ださ
い。

• ブラウザパネルのプロジェク ト タブのアイコン

アイコンは、 リポジ ト リバージ ョ ンに対して作業用オブ
ジェク トが変更されているかどうかを示します。 フォルダ
のアイコンは、 フォルダのどのオブジェク トが変更された
かを示すために変わります。

プロジェク ト を取得して作成

リポジト リに配置されたプロジェク ト上で作業を始めるには、 アプリケーシ ョ ンデザイ

ナで利用可能な作業用コピーのプロジェク ト を取得する必要があります。 プロジェ ク ト

を取得するステップは、 以下のとおりです。

1. リポジ ト リ名と場所を取得します。 

リポジ ト リ名、 場所、 および作業する予定のプロジェク トのレベル名を確認して下
さい。

2. ファイル > 新規プロジェク ト  を選択します。

状況 意味

New これは、 新しい作業用オブジェ クト であり 、 チェ ッ クインされてい

ません。

Modified 作業用オブジェ クト は変更されていますが、 チェ ッ クインされてい

ません。

Not Modeified 作業用オブジェ クト が最後にマージ、 チェ ッ クイン、 チェ ッ クアウ

ト されてから変更されていない状態。 つまり 、 作業用オブジェ クト

は 、 リ ポジト リのオブジェ クト の最新バージョ ンと同一です。
Private 作業用オブジェ クト は、 非公開です。 非公開オブジェ クト は、

“private_folder” という フォルダにあり 、 ソース管理操作の間は無視
されます。

Changed in 
Source Control

作業用オブジェ クト は変更されていませんが、 リ ポジト リ バージョ

ンは最後のマージ、 チェ ッ クイン、 チェ ッ クアウト から変更されて

います。

Deleted 作業用オブジェ クト は削除されますが、 削除はチェ ッ クインされま

す。

Removed 作業用オブジェ クト は完全に削除されますが、 削除はチェ ッ クイン

されます。

変更されたオブジェ
ク トは、 横方向の赤
いバーになります。
8 © Copyright 2008 Unify Corporation



新規プロジェク トオプシ ョ ンパネルが表示されます。

以下の情報を入力します。

名称 : プロジェク ト名。 プロジェ ク ト名は、 リポジ ト リ名と一致していなければな
りません。

プロジェク トディ レク ト リ : 作業用プロジェク トディ レク ト リが作成される名前お
よび位置。 『開発者ガイ ド』 の第 3章 「プロジェク ト」 を参照して く ださい。 

3. ソース管理からプロジェク ト を取り出す を選択します。

4. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

このオプショ ンを
選択 (ステッ プ  3)
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ソース管理システムオプシ ョ ンパネルが表示されます。 

以下の情報を入力します。

タイプ : ソース管理システムのタイプ。 デフォルトで、 このフ ィールドは CVSが
設定されています。

チェ ッ クインパス : フ ァイルが、 チェ ッ クインで配置されることになっているリポ
ジ ト リの場所。

パネルの上記以外の項目は、 使用しているソース管理システムに特有のフ ィールド
を含みます。 CVSの場合、 表示されるフ ィールドは、 リポジ ト リにアクセスするた
めに使用されるプロ ト コルのタイプに依存します。

ファイルプロ ト コルの場合、 プロ ト コルフ ィールドのドロップダウンリス トか
らフ ァイルを選択します。 リポジ ト リパスフ ィールドで、 リポジ ト リへの絶対
パスを指定します。 選択 ボタンをク リ ッ クして、 フ ァイルシステムからブラウ
ズしてファイルを選択します。 他の開発者がリポジ ト リにアクセスする場合、
ファイルがオペレーテ ィ ングシステムアクセス経由でアクセス可能であること
を確認する必要があります。 例えば、 ド ライブは共有する必要があります。 

PServer プロ ト コルの場合、 プロ ト コルフ ィールドのドロップダウンリス トか
ら、 PServer を選択します。 リポジ ト リパスフ ィールドで、 サーバがデータ
ベースを検索するためのパスを指定します。 これは、 必須フ ィールドです。

ファ イル
プロト コル
バージョ ンパネル

PServer
プロト コル
バージョ ン
パネル
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ユーザ名フ ィールドは、 CVS コマンドを実行するユーザ名を入力します。 デ
フォルトは、 アプリケーシ ョ ンデザイナが現在実行しているオペレーシングシ
ステムのユーザ名です。 このフ ィールドは、 オプシ ョ ンです。 ユーザが指定さ
れていなかったり、 指定された値が有効なユーザでない場合、 リポジ ト リへの
アクセスが操作で必要と されるときに、 ログインダイアログが表示されます。

パスワード フ ィールドは、 CVS コマンドを実行するためのパスワードを入力し
ます。 デフォルトはブランクです。 ユーザ名フ ィールドの値と同様に、 パス
ワード情報が必要な場合は、 ログインダイアログが表示されます。 

ホス ト フ ィールドは、 CVSサーバを含むホス ト名を入力します。 これは、 必須
フ ィールドです。 作業をしているホス ト名がデフォルトになります。

ポート フ ィールドは、 CVSサーバと通信するためのポート を入力します。 

5. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

ソースレベルパネルが表示されます。

取得するレベルリス トボッ クスでは、 取得したいプロジェク ト フ ァイルのレベルを
選択します。 ドロップダウンリス トは、 ブランチと非ブランチの両方を含めたリポ
ジ ト リのプロジェク ト定義ファイルの指定されたレベルをすべて含んでいます。 24
ページの 「非アクテ ィブレベルにチェ ッ クインを適用」 を参照して く ださい。

6. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

プロジェク トの作業用コピーが、 アプリケーシ ョ ンデザイナに開きます。

ソース管理にプロジェク ト を追加

この作業を開始する前に、 リポジ ト リを作成するためのファイルシステムの場所を確認

します。 これは、 プロジェク ト ソースファイルが格納される場所です。 他の Unify NXJ
プロジェク ト定義ファイルを含まない場所を選択します。
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チェ ッ クインは、 チェ ッ クインウィザードを使用して行います。 チェ ッ クインウィザー

ドを使用している間は、 戻る ボタンを使って前のパネルに戻ることができます。 テス
ト、 次へ、 完了 ボタンはすべての必須フ ィールドが指定された場合に、 利用可能とな
ります。

リポジ ト リに作業用プロジェク ト を設定するステップは、 以下のとおりです。

1. プロジェク ト を準備します。

チェ ッ クインを実行する前に、 プロジェク トがチェ ッ クインに適した状態かどうか
確認して下さい。 例えば、 すべてのコンポーネン トがテス ト を終えている状態で
す。

2. ファイル > ソース管理システム > プロジェク ト をソース管理に追加 を選択します。

ソース管理システムオプシ ョ ンパネルが表示されます。

各フ ィールドに適切な値を入力します。 フ ィールドについての詳細は、 9 ページの
ステップ 4 を参照して く ださい。

3. テス ト  ボタンをク リ ッ クして、 ソース管理システムへのアクセスをテス ト します。

テス ト  ボタンは、 読み取り専用操作を実行することで、 入力された値を確認しよう
と します。 

CVS において、 パスフ ィールドに指定されたディ レク ト リがない場合、 アプリケー
シ ョ ンデザイナは、 それを作成するかどうかのプロンプ ト を出します。

4. 次へ ボタンをク リ ッ クすると、 チェ ッ クインオプシ ョ ンパネルにアクセスします。

チェ ッ クインオプシ ョ ンパネルは、 チェ ッ クインのデフォルト コ メン ト と、 チェ ッ
クイン操作を記録するために使用されるログファイルを指定することができます。 
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パネルには、 以下のフ ィールドがあります。

デフォルト コ メン ト : チェ ッ クインする個々のオブジェク トに適用されるデフォル
ト コ メン ト。 各オブジェク トのコ メン ト を次のパネルでオーバライ ドすることがで
きます。 

5. 次へ ボタンをク リ ッ クすると、 チェ ッ クインの詳細パネルにアクセスします。

チェ ッ クインの詳細パネルは、 プロジェク トのパブリ ッ クオブジェク ト （フォルダ
はオブジェク ト と してみなされません） の行を含んでいます。 

各行は、 以下のフ ィールドを含みます。

チェ ッ クイン : オブジェク ト をチェ ッ クインするかどうかの指定。 デフォルトでは、
チェ ッ クボッ クスは、 オブジェク トのチェ ッ クインを行なう という設定になってい
ます。 オブジェク トのチェ ッ クインを行わない場合は、 このチェ ッ クボックスをク
リアにします。 

バイナリ : オブジェク ト をバイナリ と してチェ ッ クインすることを指定。 オブジェ
ク トが既存の NXJ ファイルタイプ、 またはファイルが以前にチェ ッ クインされたこ
とがある場合は、 バイナリチェ ッ クボッ クスはあらかじめセッ ト されており、 変更
することはできません。
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他のオブジェク トで .gif や .bmp等のイメージファイル、 他のバイナリフ ァイルの
場合は、 バイナリチェ ッ クボッ クスはセッ トする必要があります。

アクシ ョ ン : 実行するソース管理アクシ ョ ンのタイプを指定します。 プロジェク ト
をソース管理に追加 コマンドの場合、 値は常にリポジ ト リにオブジェク ト を追加す
ることを指示する “追加 ” です。 

名称 : リポジ ト リのオブジェク ト名と場所。 これらは、 リポジ ト リに格納される
ファイル名です。 

コ メン ト : チェ ッ クインを説明するコ メン ト。 コ メン ト フ ィールドをク リ ッ クして、
コ メン トダイアログにアクセスします。 デフォルト コ メン ト を上書き、 変更して
OK ボタンをク リ ッ クします。

コ メン トがデフォルト コ メン ト と異なる場合、 コ メン トダイアログは黒字の斜体で
テキス ト を表示します。 

コ メン ト を指定しない場合、 前のパネルからのデフォルト コ メン トが使用されま
す。

6. 完了 ボタンをク リ ッ クして、 チェ ッ クインを終了します。 

チェ ッ クイン操作が終了したとき、 アプリケーシ ョ ンデザイナのソース管理ツール
バー ボタンは利用できるようになり、 アプリケーシ ョ ンデザイナのタイ トルバー
は、 有効レベルを表示します。

ユーザは、 アプリケーシ ョ ン開発を続けることができます。 変更をチェ ッ クインす
る準備が整っている場合、 17 ページの 「ソース管理のプロジェク トに更新をチェ ッ
クインする」 を参照して く ださい。

リポジ ト リで変更のマージ作業 
別の開発者がファイルを変更して、 リポジ ト リにそれをチェ ッ クインした場合、 その他

の作業用コピーは、 リポジ ト リ と同期が取れないため、 マージ操作が必要と されます。

マージ操作を行わない場合、 ユーザは新しい変更をチェ ッ クアウトすることができます

が、 現在使用している作業用コピーに対する変更を失う ことになります 

マージには、 手動と自動の 2種類があります。 手動マージは、 相違ダイアログを使って
各変更をマージします。 自動マージは、 アプリケーシ ョ ンデザイナによって実行され、

リポジ ト リの変更がプロジェク トの作業用コピーに適用されます。 い くつかの変更は、

自動マージすることができません。 例えば、 コードの同じ行がリポジ ト リ と作業用コ

ピーで変更される場合です。 これらの変更については、 手動マージを使う必要がありま

す。

相違ダイアログ

相違ダイアログは、 変更を処理するためのコマンドで、 3 つの領域と独自のツールバー
を含みます。
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ダイアログが最初に表示されるとき、 最初の変更部分にカーソルが合わされます。 リポ

ジ ト リバージ ョ ンは左に表示され、 作業用バージ ョ ンは右に表示されます。 プレビュー
パネルは、 オリジナルと作業用コピーを選択してマージしたファイルを表示します。 変

更は、 以下のようにハイライ ト されます。

• ピンクのハイライ トは、 削除を示します。

• 緑のハイライ トは、 挿入を示します。

• 青のハイライ トは、 変更を示します。

フォームの変更は 3 つのパネルで提供され、 1 つが NXJ プログラ ミ ング言語ソースを
示し、 も う 1 つは JSP ソースを表示し、 そしても う 1 つはエン ト リ フォームの情報を
表示されている事に注意して下さい。 JSP ソースのタブは、 タグに直接埋め込まれる拡
張属性 （例えば、 findable） を持ちます。 

バイナリオブジェク トでは、 左上のパネルは “Old Binary Data” を表示し、 右上のパネ
ルは “New Binary Data” を表示します。 これらが含まれる行は、 ファイル間の唯一の
違いと してハイライ ト されます。

別の方法で相違ダイアログを使用することができます。 一般に、 以下の作業を実行しま

す。

作業用バージョ ンリポジト リバージョ ン マージの結果表示領域

マージする変更を持つ
オブジェ クト をスク
ロールする

変更のセッ ト をスク
ロールする

変更の左側、 右側、
プレビューパネル
バージョ ンの適用
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• 変更を解決する

• 別の変更に移動する

• 解決された変更を保存する

変更を解決する

適用コマンドを使って、 オブジェク トの左側のバージ ョ ン、 あるいは右側のバージ ョ ン

のどちらかを適用します。 また、 手動でプレビューパネルの内容を変更することもで

き、 プレビューパネルバージ ョ ンで適用することができます。

オブジェク トがバイナリオブジェク トの場合、 その後プレビューパネルは読み取り専用

になります。

変更を適用した後、 相違ダイアログは “次の変更” ダイアログを表示し、 または、 “前

の変更” ボタンなどを使い、 別の変更箇所に移動することができます。 

ボタン メニューアクセス 説明

アクショ ン  > 
左側のすべてを適用

プレビューパネルに、 このタブが付けられたパネル

上に残っているすべての変更の左側バージョ ンをコ

ピーします。 

アクショ ン  > 
左側を適用

プレビューパネルに、 左側バージョ ンのカレント の

変更をコピーします。

アクショ ン  > 
右側のすべてを適用

プレビューパネルに、 現在のタブ上に残っているす

べての変更の右側バージョ ンをコピーします。 

アクショ ン  > 
右側を適用

プレビューパネルに、 右側バージョ ンのカレント の

変更をコピーします。

アクショ ン  > 
プレビューを適用

プレビューパネルにある現在の変更のバージョ ンを

適用します。

ツールバー
ボタン メニューコマンド 目的

アクショ ン  > 
最初の変更

オリ ジナル、 作業用コピー、 プレビューの各パネ

ルの中で最初に見つかった変更箇所に移動しま

す。

アクショ ン  >
最後の変更

オリ ジナル、 作業用コピー、 プレビューの各パネ

ルの中で最後に見つかった変更箇所に移動しま

す。

アクショ ン  > 
次の変更

オリ ジナル、 作業用コピー、 プレビューの各パネ

ルの中で次に見つかった変更箇所に移動します。
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一度、 変更を解決すれば、 ハイライ トは 3 つのすべてのパネルからな く なり、 ダイアロ
グは次の変更に順番に移動します。 これらのパネルに、 変更箇所がな く なった場合は、

ダイアログは現在の位置にとどまります。 現在のパネルに変更がある場合のみ、 コマン

ドを利用することができます。

解決された変更を保存する

すべての変更を解決した場合、 変更を保存しなければなりません。 変更をチェ ッ クイン

する必要があります。 終了するために、 ダイアログを閉じます。

変更のすべてが解決されていない場合、 変更をチェ ッ クインする前にマージ処理の部分

をやり直す必要があります。 

ソース管理のプロジェク トに更新をチェ ックインする

プロジェク トに更新をチェ ッ クインするには、 チェ ッ クインウィザードを使用します。

注 : オブジェク トへの変更は、 アプリケーシ ョ ンデザイナによって必ず
行われます。 変更したオブジェク ト をアプリケーシ ョ ンデザイナが
表示するとき、 ソースコン ト ロールで管理されているオブジェク ト
を理解してお く必要があります。 詳細については、 27 ページの 「オ
ブジェク トへの暗黙的な変更」 を参照して ください。

プロジェク トにすべての更新をチェ ッ クインするステップは、 以下のとおりです。

1. チェ ッ クインする必要のあるオブジェク ト を選択します。 

チェ ッ クインするファイルを選択するい くつかの方法があります。 ブラウザパネル
のプロジェク ト タブで、 自分でオブジェク ト を選択することができます。 フォルダ
を選択する場合、 変更されたフォルダの中のすべてのオブジェク トが必ず選択され
ます。 プロジェク ト名を選択する場合、 プロジェク トのフォルダのすべてが必ず選
択されます。

編集 > 更新済みを選択 コマンドを選択して、 アプリケーシ ョ ンデザイナに変更済
みのオブジェク ト を見つけさせ、 選択させることもできます。 

アクショ ン  > 
次のオブジェ クト

3つのすべてのテキスト エリ アで、 未解決の次の
オブジェ クト に移動します。

アクショ ン  > 
前の変更

オリ ジナル、 作業用コピー、 プレビューの各パネ

ルの中で１ つ前に見つかった変更箇所に移動しま

す。

アクショ ン  > 
前のオブジェ クト

3つのすべてのテキスト エリ アで、 未解決の前の
オブジェ クト に移動します。

ツールバー
ボタン メニューコマンド 目的
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完全に削除されたオブジェク トは、 他の変更済みのオブジェク ト と同様にチェ ッ ク
インを行なう必要があります。 これらのオブジェク トのエン ト リは、 色が薄く表示
されます。

名前を変更したオブジェク ト をチェ ッ クインしている場合、 アプリケーシ ョ ンデザ
イナはオブジェク ト を新しい名前で確認して、 次にそのソース管理から古い名前の
オブジェク ト を削除します。 チェ ッ クインのコ メン トで、 そのことを記述しておけ
ば確認が容易になります。

2. ファイル > ソース管理システム > チェ ッ クイン  を選択するか、 ま
たはチェ ッ クイン ボタンをク リ ッ クします。

選択されたオブジェク トのいずれも保存されていない場合、 変更
を保存するかどうかのプロンプ トが表示されます。 

チェ ッ クインオプシ ョ ンパネルが表示されます。

3. チェ ッ クインオプシ ョ ンパネルで、 デフォルト コ メン ト を入力します。

ログファイル （オプシ ョ ン） : このチェ ッ クイン操作のログを出力する新規、 また
は既存のテキス ト ファイルの名前です。 ログファイルは、 リポジ ト リの異なるレベ
ルに対して、 チェ ッ クイン操作を繰り返しアクセスすることができます。 ログファ
イルの使い方についての詳細は、 23 ページの 「ログファイルに基づ く更新をチェ ッ
クインする」 を参照して く ださい。 

ログのファイル名を入力するか、 選択 ボタンをク リ ッ クして、 フ ァイル選択ダイア
ログにアクセスします。

追加 : ログファイルのエン ト リをログファイルに追加して書き加えるかどうかを指
定します。 追加チェ ッ クボッ クスがク リアの場合、 チェ ッ クイン操作中、 ログファ
イルの内容は毎回クリアされて書き替えられます。

4. 次へ ボタンをク リ ッ クすると、 チェ ッ クイン詳細パネルにアクセスします。

このパネルでチェ ッ クインするオブジェク ト を確認します。 チェ ッ クイン詳細パネ
ルは、 ステップ 2 で選択したオブジェクの各行を表示しています。 

チェ ッ クイン

ボタン
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各行は、 以下のフ ィールドを含んでいます。

チェ ッ クイン : オブジェク ト をチェ ッ クインするかどうかの指定。 デフォルトでは、
チェ ッ クボッ クスはオブジェク トのチェ ッ クインを行なう という設定になっていま
す。 オブジェク トのチェ ッ クインを行わない場合は、 このチェ ッ クボッ クスをク リ
アにします。

バイナリ : オブジェク ト をバイナリ と してチェ ッ クインすることを指定。 オブジェ
ク トが既存の NXJ フ ァイルタイプ、 またはファイルが以前にチェ ッ クインされた
ことがある場合は、 バイナリチェ ッ クボッ クスはあらかじめセッ ト されており、 変
更することはできません。

他のオブジェク トで .gif や .bmp等のイメージファイル、 他のバイナリフ ァイルの
場合は、 バイナリチェ ッ クボッ クスはセッ トする必要があります。

アクシ ョ ン : 以下のオプシ ョ ンを表示しています。

名称 : リポジ ト リのオブジェク ト名と場所。 これらは、 リポジ ト リに格納される
ファイル名です。

コ メン ト : チェ ッ クインを説明するコ メン ト。 コ メン ト フ ィールドをク リ ッ クして、
コ メン トダイアログにアクセスします。 デフォルト コ メン ト を上書き、 変更して
OK ボタンをク リ ッ クします。

コ メン トがデフォルト コ メン ト と異なる場合、 コ メン トダイアログは黒字の斜体で
テキス ト を表示します。 コ メン ト を指定しない場合、 前のパネルからのデフォルト
コ メン トが使用されます。

追加 リポジト リ にオブジェ クト を追加する。

更新 作業用コピーでリポジト リ のバージョ ンを置き換える。

削除 リポジト リのバージョ ンを削除する。

失敗 チェ ッ クイン中にエラーがあった。

チェ ッ クインしたく
ないオブジェ クト の
チェ ッ クボッ クスを
クリ アにする

コメ ント ダイア
ログにアクセス
するために、
コメ ント フィ ー
ルド をクリ ッ ク
する
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パネルからマージ、 自動マージ、 変更を閲覧を起動することができます。 マージ、
自動マージ、 変更を閲覧 ボタンはアクシ ョ ンが更新であるすべての選択された行に
対してコマンドを実行します。 

マージ操作についての詳細は、 14 ページの 「リポジ ト リで変更のマージ作業」 を参
照して く ださい。 

自動マージ操作についての詳細は、 22 ページの 「自動的に変更をマージする」 を参
照して く ださい。

変更を閲覧操作についての詳細は、 21 ページの 「チェ ッ クインする前に変更を確認
する」 を参照して く ださい。 

5. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

削除されたオブジェク ト をチェ ッ クインした場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、
プロジェク ト タブのパネルから、 オブジェク ト を削除します。 オブジェク トが完全
に削除された場合、 チェ ッ クインコマンドは、 ファイルシステムからオブジェク ト
も削除します。

エラーがチェ ッ クインで発生した場合、 チェ ッ クイン詳細パネルは、 リ フレッシュ
されて、 以下のようにどのオブジェク トが影響されたかを表示します。

• オブジェク トのチェ ックインが成功した場合、 その後チェ ックインの列のチェ ッ
クボックスはクリアにされ、 アクシ ョ ンの列がチェ ックインに設定されます。

• オブジェク トのチェ ックインが失敗した場合、 その後、 チェ ックインの列の
チェ ックボックスはクリアにされ、 アクシ ョ ンの列は失敗に設定されます。

単一レベルへのチェ ッ クインの場合、 チェ ッ クイン操作は終了し、 プロジェ ク トの
作業用コピーが、 アプリケーシ ョ ンデザイナに開かれたままになります。

チェ ッ クインが複数のレベルにある場合、 チェ ッ クインの適用ダイアログが表示さ
れます。 詳細については、 24 ページの 「非アクテ ィブレベルにチェ ッ クインを適
用」 を参照して く ださい。

ソース管理からプロジェク トの最新バージ ョ ンを
チェ ックアウトする

プロジェク トのオブジェク トの最新バージ ョ ンをチェ ッ クアウトす

るには、 プロジェク ト フォルダをクリ ッ クして、 最新をチェ ッ クア

ウト  コマンドを選択するか、 最新をチェ ッ クアウト  ボタンをク
リ ッ クします。

各オブジェク トの作業用コピーは、 リ フレッシュされます。 これら

のオブジェク トは、 プロジェク トのリポジ ト リバージ ョ ンに関し

て、 次のような同期がとられています。

• オブジェク トがリポジ ト リから削除された場合、 作業用コピーが変更されていな
い限り、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 プロジェク トの作業用コピーからオブ
ジェク ト を削除します。 作業用コピーが変更されている場合、 アプリケーシ ョ ン
デザイナはエラーメ ッセージを表示します。

最新を
チェ ッ クアウト
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• オブジェク トがリポジ ト リに追加された場合、 名前が衝突しない限り、 オブジェ
ク トは、 プロジェク トの作業用コピーに自動的に追加されます。

オブジェク トがリポジ ト リに追加されて、 プロジェク トの作業用コピーで名前
の衝突がある場合 （同じ名前で新しいオブジェク ト を作成し、 それをチェ ッ ク
インしていないような場合）、 その後、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 オブジェ
ク ト を変更せずにエラーメ ッセージを表示します。 

オブジェク ト を選択してマージを行う ことにより、 リポジ ト リのバージ ョ ンで
この新しいオブジェク ト をマージすることができます。 あるいは、 プロジェ ク
トの外 （または private_folder フォルダ） に新しいオブジェク ト を移動させて、
再び、 “最新をチェ ッ クアウト” コマンドを発行します。

• プロジェク トディ レク ト リに実際に存在するファイルであるのに、 アプリケー
シ ョ ンデザイナのブラウザパネルのプロジェク ト タブにそのファイルがない場
合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 既存のファイル名を変更し、 エラーメ ッ
セージを表示してプロジェク トの作業用コピーにファイルを追加します。 ファイ
ルは、 自動的に名前を変更されます。

チェ ッ クインする前に変更を確認する

プロジェク トの作業用コピーに存在する変更を確認したい場合、 変

更を閲覧 コマンドを使用します。

プロジェク ト フォルダを選択したまま、 ファイル > ソース管理シス
テム > 変更を閲覧 を選択するか、 変更を閲覧 ボタンをク リ ッ クし
ます。 相違ダイアログが表示されます。 相違ダイアログは、 開発者が変更したオブジェ

ク トのセッ ト と各オブジェク トの変更のセッ ト を操作して、 スクロールすることができ

るという点で、 相違ダイアログに似ています。 相違ダイアログについての詳細は、 14
ページの 「リポジ ト リで変更のマージ作業」 を参照して く ださい。

相違ダイアログと同様に、 必要に応じてプレビューパネルを使用して、 オブジェク トの

作業バージ ョ ンを変更します。 例えば、 確認中に 意図せずに行った変更を見つけた場
合、 変更のリポジ ト リバージ ョ ンを受け付けて変更を取り消すことができます。 この場

合、 オブジェク トは前の状態を示しています。

変更を閲覧
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プレビューパネルの変更を終えるとき、 フ ァイル > 保存 を選択して変更を保存する必
要があります。 これにより、 オブジェ ク トの作業用バージ ョ ンを更新します。

ウィ ンドウを閉じて、 変更を閲覧ダイアログを終了します。 

自動的に変更をマージする

自動マージ操作は、 リポジ ト リの最新のバージ ョ ンとオブジェク トの作業用バージ ョ ン

を比較して、 どのような衝突があってもマージを行なおう と します。 衝突がアプリケー

シ ョ ンデザイナでマージできな く て、 そのため手動でマージする必要がある場合は、 相
違ダイアログが表示されます。 14 ページの 「リポジ ト リで変更のマージ作業」 を参照し

て く ださい。

自動マージ操作は、 選択されたオブジェク トの自動マージ コマンドを発行するか、
ファイル > ソース管理システム > プロジェ ク ト を自動的にマージ を選択することによ
り、 チェ ッ クインウィザードから起動することができます。

自動マージは、 リポジ ト リにあるものとプロジェク トの作業用コピーとの同期をと りま

す。 

また、 マージ処理はチェ ッ クインコマンドの一部と して、 非アクテ ィブレベルに変更を

適用しよう とする場合に実行されます。

作業用バージョ ンリポジト リのバージョ ン
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ログファイルに基づく更新をチェ ックインする

“ログからマージ” コマンドを使ってログファイルに取り込まれた前のチェ ッ クインを

適用できます。 “ログからマージ” コマンドは、 取り込まれたチェ ッ クイン操作からア

クテ ィブレベルに変更を自動的にマージしよう と します。 変更が自動的にマージされな

かった場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは相違ダイアログを表示します。

ログファイルに基づ く更新をチェ ッ クインするステップは、 以下のとおりです。

1. ログファイルの位置を確認します。

2. ファイル > ソース管理システム > ログからマージ を選択します。

ログからマージダイアログが表示されます。

3. ログファイルへの絶対パスを入力するか、 選択します。 

デフォルトは、 前のチェ ッ クインからのログファイルです。

4. OK ボタンをク リ ッ クします。

アプリケーシ ョ ンデザイナは、 ダイアログを閉じて自動マージを開始します。 

5. 変更をチェ ッ クインします。

17 ページの 「ソース管理のプロジェク トに更新をチェ ッ クインする」 を参照して く
ださい。

このコマンドでは、 オブジェク トの作業用リビジ ョ ン番号は変更しません。

非アクテ ィブレベルでマージする

レベルへマージ コマンドは、 非アクテ ィ ブレベルへの作業用プロジェク トのオブジェ
ク トにすべての変更を自動的にマージしよう と し、 次に有効レベルをリセッ ト します。

自動的にマージできない変更がある場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは 未解決の変更
で相違ダイアログを表示します。

他のレベルに適用したいバグ修正がある場合、 一般的にこの作業を実行します。 

非アクテ ィブレベルに変更をマージするステップは、 以下のとおりです。 

1. プロジェク トの作業用コピーが、 チェ ッ クインしたい変更を持っていることを確認
します。

変更を閲覧 コマンドを使用してもかまいません。 21 ページの 「チェ ッ クインする
前に変更を確認する」 を参照して く ださい。

2. ファイル > ソース管理システム > レベルへマージ を選択します。

レベルへマージダイアログが表示されます。

リポジ ト リは、 ダイアログが表示されるために少な く とも 1 つの追加のレベル （有
効レベルに加えて） を持っていなければなりません。
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3. レベルへマージフ ィールドで、 チェ ッ クインしたいレベルを選択します。

4. OK ボタンをク リ ッ クします。 

アプリケーシ ョ ンデザイナは、 指定されたレベルに変更をマージしよう と します。
有効レベルは、 変更が自動的にマージすることができたかどうかに関係な く設定さ
れます。 

マージを中止するには、 取消 ボタンをク リ ッ クします。

有効レベルがリセッ ト されます。 

ソース管理システムから非アクテ ィブバージ ョ ンを
チェ ックアウトする

ソース管理システムからプロジェク ト を取得 コマンドは、 ソース管理からカレン ト プ
ロジェク トの特定のレベルを取り出します。 （最新をチェ ッ クアウト  コマンドが、 最も
高いレベルを取り出します。） ソース管理システムからの取得 コマンドは、 プロジェク
ト を取り出すレベルを指定することができる ソース管理システムからプロジェク ト を
取得ダイアログを表示することにより開始します。

OK ボタンをク リ ッ クして、 取得を開始します。 プロジェク トの作業用コピーの更新方
法についての詳細は、 20 ページの 「ソース管理からプロジェク トの最新バージ ョ ンを  
チェ ッ クアウトする」 を参照して く ださい。

取り出されたレベルは、 プロジェク トの新しい有効レベルになります。 

非アクティブレベルにチェ ックインを適用

複数のレベルを持つリポジ ト リをチェ ッ クインする場合、 チェ ッ クインウィザードを使

用して、 これらのレベルにチェ ッ クインを適用することができます。 複数のレベルが検

出された場合、 チェ ッ クインウィザードの最後のパネルは、 その他のレベルパネルに
チェ ッ クインします。 

パネルは、 有効レベルではない各レベル情報の行を表示します。 ステータスの列には、

以下の値があります。

• 適用済み : チェ ックインが既にこのレベルに適用されていることを示します。

プロジェ クト （ ブランチと非
ブランチレベルの両方） のす
べてのレベルの名前
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• 未適用 : このレベルへの変更を適用しよう と していないことを示します。

• 中止 : このレベルへの変更を適用しよう と しましたが、 衝突が解決されていな
かったことを示します。

• 失敗 : チェ ックインを適用するときにエラーがありました。

HEADの 1行と各ブランチレベルの 1行があります。 状態の列は、 有効レベルに適用す
るため最初に設定され、 他のすべてのレベルは適用されません。

別のレベルにチェ ッ クインを適用するには、 行を選択して チェ ッ クインを適用 ボタン
をク リ ッ クします。 選択された行の状態が、 未適用 または中止の場合、 チェ ッ クイン
を適用 ボタンは利用可能です。 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 選択されたレベルに変
更をマージするために自動マージを行い、 その後ファイルにチェ ッ クインします。 どの
オブジェク ト も選択されたレベルに存在しない場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 そ

れを追加します。 チェ ッ クインがオブジェク トのどれかを削除した場合、 アプリケー

シ ョ ンデザイナは、 選択されたレベルからこれらを削除します。

自動マージが衝突を検出した場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは相違ダイアログを表示

します。 ユーザは、 衝突を解決し、 変更を保存して、 相違ダイアログを終了することが

できます。 アプリケーシ ョ ンデザイナは、 チェ ッ クインを続けます。 

アプリケーシ ョ ンデザイナがチェ ッ クインを行おう とするとき、 アプリケーシ ョ ンデザ

イナがマージを実行するのは、 他の開発者が同じオブジェク トでチェ ッ クインしている

ためです。 この場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナは変更を再度マージする必要があるこ

とを示したポップアップを表示します。 

変更を適用し終わったら、 Done ボタンをク リ ッ クします。 Done ボタンで、 ダイアロ
グを閉じます。 

操作の取り消し

アプリケーシ ョ ンデザイナは、 コマンドが取り消される前に実行された操作を反映しま

す。 例えば、 100 個のオブジェク ト をチェ ッ クインしよ う と して、 5 個のオブジェク ト
をチェ ッ クインした後にコマンドを取り消そう と した場合、 残りのオブジェ ク トは、 修

正済と して表示されます。

操作を繰り返す必要があります。

ソース管理の関連付けを削除する

プロジェク トからソース管理に関連する情報を削除するには、 フ ァイル > ソース管理シ
ステム > ソース管理オプシ ョ ンのクリア を選択します。 ソース管理からプロジェク ト
を取得して、 ソース管理の環境以外で作業をしたい場合に有用です。
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レベル

リポジト リのレベルは、 異なるソース管理システムでは、 違う ものを意味します。 CVS
でレベルはタグ （順番にファイルの数字のリビジ ョ ンを割り当てられる記号の識別子で

ある） です。 CVS ツールを使用してタグを作成します。 アプリケーシ ョ ンデザイナで
は、 これらを作成することはできません。

新規プロジェク ト  コマンドまたはソース管理システムからの取得 コマンドによってプ
ロジェク ト を抽出する場合、 レベルのドロップダウンは、 プロジェク ト定義ファイル

(.prj)用のすべての CVS タグで作成されます。

ソース管理操作が、 リポジ ト リの複数のレベルに既存するソースファイルに対して行わ

れるとき、 アプリケーシ ョ ンデザイナはこれをユーザに通知し、 他のレベルを扱うため

のオプシ ョ ンを表示します。 例えば、 チェ ッ クインウィザードは、 プロジェ ク ト定義

ファイルのすべてのブランチレベルのタグを示し、 これらのレベルでチェ ッ クインする

ことを許可する追加のチェ ッ クインの適用ダイアログを表示します。

リビジ ョ ン履歴のコ メン ト

アプリケーシ ョ ンデザイナのオブジェク トの作業用コピーで作業する場合、 プロパテ ィ

ダイアログを使って、 簡単にファイルの状態を決めることができます。 アプリケーシ ョ

ンデザイナ以外のファイルで作業する場合は、 ファイルへのリビジ ョ ン履歴の記録方法

を知っている必要があります。 

アプリケーシ ョ ンデザイナは、 ファイルの終わりにファイルのリビジ ョ ン履歴と ともに

1行以上のコ メン ト行を挿入します。

フォームの場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナはスク リプ ト フ ァイル (.fj)の終わりに、 コ
メン ト を置きます。 コ メン トは、 以下のフォーマッ トです。 

/*-----------------------------------------------------------------*
 * BEGIN MODIFICATION HISTORY
 * 
 * Revision #      Date      Time    Changes By
 * ------------  --------  --------  ----------
 * $Log: $
 * END MODIFICATION HISTORY
 *----------------------------------------------------------------*/
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プロパテ ィ ファイルフォーマッ ト （コネクシ ョ ンの定義とアプリケーシ ョ ンメニュー）

に格納されるプロパテ ィ ファイルとその他のオブジェク トの場合、 コ メン トは以下の

フォーマッ トになります。

####################################################################
## BEGIN MODIFICATION HISTORY
##
## Revision #      Date      Time    Changes By
## ------------  --------  --------  ----------
## $Log: NXJ Application Designer.properties,v $
## END MODIFICATION HISTORY
###################################################################

静的 HTML、 JSP ページ、 プロジェク ト定義ファイルの場合、 コ メン トは以下のように
なります。

<!--====================================================================
* BEGIN MODIFICATION HISTORY
*
* Revision #      Date      Time    Changes By
* ============  ========  ========  ==========
* $Log: NXJ Application Designer.properties,v $
* END MODIFICATION HISTORY
*====================================================================-->

オブジェク トへの暗黙的な変更

アプリケーシ ョ ン開発やテス ト中に実行する作業の一部は、 オブジェク トに暗黙的な変

更を引き起こします。 変更はアプリケーシ ョ ンデザイナで認識されるので、 ユーザはそ

の方法を知っている必要があります。 以下のように、 オブジェク トへの暗黙的な変更を

起こすことができるい くつかの方法があります。 

• エン ト リポイン ト追加 コマンドを実行して “ このエン ト リポイン ト をメニューに
追加 ” チェ ックボックスをチェ ックして OK ボタンを押下するとき、 アプリケー
シ ョ ンデザイナは暗黙のうちにメニューを更新します。

• プロジェク ト  > プロパティ  コマンドを実行して、 OK または 適用 ボタンを押下
するとき、 アプリケーシ ョ ンデザイナは暗黙のうちにメニューを更新します。

• ローカライズされたフォームを編集するとき、 タグの名前や値を変更するための
ダイアログが表示されます。 このダイアログは、 Static Content フォルダの下の
プロパテ ィ ファイルの 1つを暗黙のうちに変更します。

その他のソース管理システムを使用

Unify NXJ ソース管理機能は、 現在 CVSのみをサポート します。 アプリケーシ ョ ンデ
ザイナは、 他のソースコード管理システムに適切なフォーマッ トへプロジェ ク ト をエク

スポート し、 アプリケーシ ョ ンデザイナに以前エクスポート されたプロジェ ク ト を戻す

ためのインポート を可能にします。 プロジェク ト をインポートやエクスポート したり、
27© Copyright 2008 Unify Corporation



ソースコード管理システムを使う ことで、 NXJ アプリケーシ ョ ン開発者チームは、 アプ
リケーシ ョ ンのプロジェク ト を共有することができます。

プロジェク ト全体よりも、 プロジェク トの個別のオブジェク トのほうが開発者同士でエ

クスポート、 インポート、 共有するのに適しています。 例えば、 標準の look ＆ feel定
義は、 ソースコード コン ト ロールシステムで保存され、 すべてのプロジェク トによって

使用されます。

このドキュ メン トは、 以下の作業について記述します。

• プロジェク ト をソースコード管理システムに配置する

• 個々のオブジェク ト をソースコード管理システムに配置する  

• ソースコード管理システムのオブジェク ト を変更する 

• プロジェク トのオブジェク ト を削除する

• プロジェク ト を抽出する

プロジェク ト をソースコード管理システムに設定する

ソースコード管理システムに NXJ プロジェ ク ト をサブ ミ ッ トする前に、 プロジェク ト
をエクスポート してお く必要があります。 プロジェ ク ト をエクスポートすると、 プロ
ジェク トの中に各オブジェク トの .nxj ファイルが作成されます。 このファイルは、 アプ
リケーシ ョ ンデザイナでのオブジェク ト名に、 .nxj拡張子がついたファイル名となりま
す。 .nxj ファイルは、 プロジェク トディ レク ト リ下の “exports” ディ レク ト リ内に各カテ
ゴリ毎に作成されますが、 .nxj ファイルはブラウザパネルには表示されません。 これら
は OS レベルで参照することができます。 

以下の図は、 Unify NXJ チュート リアルのレッスン 7 で Custom プロジェ ク ト をエクス
ポート した場合の NXJ プロジェク ト フ ァイルと作成される .nxj ファイルの名前と場所
を示しています。 フォームには関連する 4 つのファイルがありますが .nxj ファイルは一
つのみであることに注意します。
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プロジェク トの .nxj ファイルをソース管理システム下に設定するときは、 プロジェク
ト定義ファイル (.prj) もソースコード コン ト ロール下に設定する必要があります。 プロ
ジェク ト定義ファイルは、 プロジェク ト全体のプロパテ ィであるだけでな く、 プロジェ

ク トの全オブジェク トのリス ト を含んでいます。 .prj ファイルは、 エクスポート を行い
ません。 .prj フ ァイルは .prj フォーマッ トでソースコード コン ト ロール下に設定されま
す。 

注 : .nxj ファイルは、 インポート されるときにそのファイルが NXJ プロ
ジェク ト フォーマッ トに、 どのようにリス トアされるべきかを指定
する Unify NXJ コマンドを含んでいます。 このファイルをアプリ
ケーシ ョ ンデザイナの外部で使用するときに、 NXJ コマンドの変更
は行わないで下さい。 

ソースコード管理システムに新規プロジェク ト を設定するステップは、 以下のとおりで

す。

Classes

ROFIDA_CATEGORY.nxj
ROFIDA_DEPARTMENT.nxj
Utilities.nxj

<UNIFY_WORK>\projects\tutorials\Custom

exports

Connections

tutorial.nxj

Look_and_Feels

default.nxj

Control_Center_Menus

applications.nxj

Static_Content

application.nxj
default.nxj
rofidatoolbar.nxj

clear.gif.nxj
clear_out.gif.nxj
delete.gif.nxj
delete_out.gif.nxj
...
rofidabackground.gif.nxj
rofidalogo.gif.nxj
update.gif.nxj
update_out.gif.nxj

images

プロジェ クト での
オブジェ クト の
エクスポート
バージョ ンCustom.nxj
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1. ファイル > 新規 を選択して、 アプリケーシ ョ ンデザイナで新規プロジェ ク ト を作成
します。

2. プロジェク トに必要なすべてのフォーム、 コネクシ ョ ン、 look & feel定義、 メ
ニュー定義を作成します。

『開発者ガイ ド』 を参照して、 これらの作業を実行して く ださい。 これらのオブ
ジェク トがソースコード管理システムに配置されるための定義方法に制限はありま
せん。 

3. ファイル > すべて保存 を選択して、 プロジェク トのオ
ブジェク トの設定を保存します。

4. ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、
<projectname>.prj エン ト リを選択します。

5. 右クリ ッ クして、 オブジェク トのエクスポート を選択
します。

29 ページに示されるように、 プロジェク トの各オブ
ジェク トの .nxjバージ ョ ンは、 プロジェク トの
“Sources” ディ レク ト リ中の対応したディ レク ト リに書
かれます。 

6. ソースコード管理システムを使用して、 .nxj ファイルと
.prj ファイルをチェ ッ クインします。

インポート を使ってプロジェク ト を同じ構成で戻すためには、 ディ レク ト リ構成を
維持する必要があります。

.prj ファイルは、 “Sources” ディ レク ト リ と同じレベルでプロジェク トディ レク ト
リにあります。

7. アプリケーシ ョ ンデザイナで、 プロジェク ト を閉じます。

注 : プロジェク トのエクスポートではロックされないので、 プロジェク
トは更新できます。 エクスポート されたプロジェク トは、 エクス
ポート コマンド発行時のプロジェク ト ファイルのスナップシ ョ ッ ト
です。

個々のオブジェク ト をソースコード管理システムに
設定する

プロジェク ト全体ではな く、 個別のオブジェク トやオブジェク トのフォルダを指定し

て、 エクスポートすることができます。 30 ページのステップに従って、 プロジェク ト
をソースコード管理システムに設定しますが、 ステップ 4 では、 <projectname>.prj エ
ン ト リを選択する代わりにエクスポート したいフォルダやオブジェク ト を選択します。

選択したオブジェク トごとに .nxj ファイルが作成されます。

ステッ プ 4 と 5
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ソースコード管理システムのオブジェク ト を変更する  

ソースコード管理システムにある NXJ オブジェク ト を変更するステップは、 以下のと
おりです。

1. ソースコード管理システムを使って、 変更したい .nxj フ ァイルや .prj フ ァイルを
チェ ッ クアウト します。

関連するプロジェク トディ レク ト リ （exports\Classes 等） に、 フ ァイルを正し く
配置して く ださい。 古い .nxj ファイルは削除され、 上書きされます。

2. アプリケーシ ョ ンデザイナで、 ブラウザパネルのプロ
ジェク ト タブでオブジェク ト を選択して、 右クリ ッ ク
しオブジェク トのインポート を選択して、 フ ァイルを
インポート します。

選択されたオブジェク ト と同じ名前の .nxj ファイルを
検索して、 一致するディ レク ト リがスキャンします。
検索されたファイルは .nxj フォーマッ トからプロジェ
ク ト フォーマッ トにコンバート されて、 ブラウザパネ
ルのプロジェク ト タブのフォルダに配置されます。

.prj ファイルをインポートするには、 プロジェク ト
ディ レク ト リに .prj フ ァイルを配置します。

3. アプリケーシ ョ ンデザイナの適切なツールを使用し
て、 オブジェク ト を変更します。

『開発者ガイ ド』 を参照して、 これらの作業を実行し
て く ださい。 これらのオブジェク トがソースコード管理システムに配置されるため
の定義方法に制限はありません。 

4. ファイル > 保存 を選択して、 プロジェク トのオブ
ジェク ト を保存します。

5. ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 オブジェク ト
のエン ト リを選択します。

6. 右クリ ッ クをして、 オブジェク トのエクスポート を選
択します。

29 ページに示されるように、 オブジェク トの .nxj
バージ ョ ンは、 関連するディ レク ト リに書着込まれま
す。 

7. ソースコード管理システムを使用して、 .nxj ファイル
と .prj ファイルをチェ ッ クインします。

プロジェク トのオブジェク ト を削除する

プロジェク トのオブジェク トが必要ではな く なり、 プロジェク トから削除されることも

あります。 もしオブジェク トがエクスポート されている場合は、 不注意にインポート し

ステッ プ 2

ステッ プ 5 と 6
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てプロジェク トに追加されないように、 その .nxj ファイルもまた削除してお く必要が
あります。

オブジェク ト を削除するステップは、 以下のとおりです。

1. オペレーテ ィ ングシステムツールを使って、 .nxj ファイルを削除します。

2. アプリケーシ ョ ンデザイナで、 一致するオブジェク ト を以下のステップで削除しま
す。

a. ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 オブジェク ト を選択します。

b. 右クリ ッ クをして削除 を選択します。

オブジェク トに関する NXJ プロジェ ク ト フ ァイルが削除されます。

3. ソースコード管理システムからオブジェク ト を削除します。

プロジェク ト を抽出する

プロジェク ト を抽出することにより、 ソース管理システムから .nxj フ ァイルのプロ
ジェク トのセッ ト を復元します。 それからそれをアプリケーシ ョ ンデザイナにインポー

ト します。 その後、 作業を行う ことができます。

プロジェク ト を抽出するステップは、 以下のとおりです。

1. ソースコード管理システムを使用して、 .nxj ファイルと .prj ファイルをチェ ッ クア
ウト します。

関連するプロジェク トディ レク ト リ （exports\Classes等） にチェ ッ クアウトする
ファイルを正し く配置して く ださい。 古い .nxj フ ァイルは削除され、 上書きされま
す。

2. アプリケーシ ョ ンデザイナのブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 インポートに
より入れ替えをしたいプロジェク ト を開 くか、 フ ァイル > 新規 を選択して、 新し
いプロジェク ト を作成します。

新しいプロジェク ト を作成する場合には、 ステップ 1からのファイルを含んだディ
レク ト リ名に一致するプロジェク ト名を指定して く ださい。 

3. ファイル > プロジェク トのインポート  を選択します。

プロジェク トのインポート操作は、 .nxj ファイルを検索してプロジェ ク トの
“exports” ディ レク ト リ中の関連するディ レク ト リをスキャンし、 その後、 NXJ プ
ロジェク トのフォーマッ トに変換して、 適切なフォルダに配置します。 

プロジェク ト テ ィ レク ト リにあるその他のファイルは、 .nxjバージ ョ ンでな く ても
インポート操作によってプロジェク トから削除されます。 （削除したオブジェク ト
は、 フ ァイルシステムからは削除されませんので、 プロジェ ク ト  > フ ァイルの追加 
コマンドによってプロジェク トに再度追加することができます。）
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